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レターズ / 会員の皆さんから寄せられたお便りをご紹介します。

　この度、基金完了にあたりお手紙とお祝い金をいただ

きありがとうございました。

　長男は昨年の春から県外の大学に進学し、寮生活を

送っております。新生活を楽しんでいるらしく、連休は

友達を引き連れて我が家に帰ってきました。

　夫の事故から何年も経ち、やっと夫のいない生活に

慣れてきたころに決まった長男の進学でしたので、次男

との二人暮らしは寂しくなるかと思いきや、実家を離れ

元気に暮らしている長男の様子を見てとても安心した

気持ちでいます。

　育成基金には経済的な面で大きな助けをいただき、

本当に感謝しております。私一人の収入では大学に進

学させてやることは難しかったと思いますが、定期的

に送られる給付金のおかげで子ども達の希望を叶えて

あげられました。

　次男はまだ高校生なのでまだ少しの間お世話になり

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

大阪府
N・H さん（母）

　この度、育成給付金の給付が完了とのお知らせをいた

だきました。まずは、長期に渡り私達家族を支えてくだ

さり本当にありがとうございました。

　娘が 1 歳の時に主人を突然失い、右も左も直進すら

もわからなくなり途方に暮れてただただ毎日を子供の

ために生かされたあの当時の記憶は消えることはあり

ません。しかし、こうして娘も 19 歳の誕生日を無事に

迎えることができましたのも皆様の支えがあり感謝と

いう言葉では表しきれないほどの思いでいっぱいです。

　必死で駆け抜けた 18 年間は長いようであっという

間でした。人並みの生活、人並みの教育を受けさせること

もできています。

　娘は今、看護学部 2 年生になりました。今まで支えら

れて生きてこられた感謝の気持ちを忘れず今度は自身

が人のために行動できる立派な看護師を目指し、残りの

学生生活にも励んでほしいと思います。

　私も今後の人生を有意義に暮らせるようまだまだ努

力し頑張って行きたいと思っています。そしてこうして

皆様の支えがあり今がある事を今後も忘れることなく、

人の役に立てるような残りの人生にしたいと思います。

　本当に今まで長い間お世話になり感謝いたしますと

ともに、基金さまのこれからの益々の発展を心よりお祈

りいたします。

岐阜県
H・M さん（母）

　これまで育成基金を給付していただき、ありがとう

ございました。このおかげで何不自由なく楽しい学生

生活を送らせていただくことができました。これか

らは、親元を離れ一人暮らしを始めますが、感謝の心

を忘れず頑張って行きたいと思います。最後に、図書

カードをありがとうございました。大切に使わせてい

ただきます。

佐賀県
Y・Y さん（加入者）

　主人が突然亡くなった時小学 5 年生だった息子が

この春高校生になります。あの頃の幼さもなくなり、

すっかり大人の顔になってきております。主人のお友達

からは、主人の学生時代にそっくりだといわれるほど、

主人の面影を受け継いでくれています。心もとても優

しく育ってくれています。

　中学 3 年間は硬式テニス部で良い成績を残し頑

張っておりました。高校でも続けて頑張ってくれる

と思います。上の娘は大学生になってアルバイトを

して私のことも支えてくれております。基金には娘

と息子のために色々ご支援していただき、ありがと

うございます。

兵庫県
S・J さん（母）

動 物 が 主 役 の 物 語
ハリネズミ、トラネコ、タヌキにキツネ、象にスズメ……夏休みにぜひ読んで
ほしい、動物が主人公の物語を 6つ、ピックアップ！　行間から感じられる
動物への愛あふれる著者の思いを、ぜひ読みとってみてください。
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本★本屋大賞受賞！ ハリネズミのお話

『ハリネズミの願い』

本★『神カル』著者が描く猫と人間の冒険

『本を守ろうとする猫の話』

本★京都に住まう狸兄弟の成長物語 

『有頂天家族』

本★胸を打たれる狐の親子による名作

『手袋を買いに』

本★ 50 年以上愛される象が主人公の絵本

『ぐるんぱのようちえん』

本★イエスズメとの12年の生活を記録

『ある小さなスズメの記録　　　　　 　』

　古書店を営む祖父とともに暮らす
高校生、夏木林太郎。ある冬の日、
祖父は突然逝ってしまう。店を閉め
ることを決意した彼の前に、人間の
言葉を話す１匹のトラネコが現れて
──『神様のカルテ』の著者による最
新刊は、猫を相棒にした本をめぐる
４つの冒険物語。本のいのちを窮

きゅう

地
ち

に陥
おちい

らせる大人たちを説得するため
放たれた林太郎の言葉一つひとつ
に本への愛があふれている。

　狸の名門・下鴨家の父が 鍋にさ
れ、この世を去った。残された 4 兄
弟が一家のプライドを取り戻すた
め、大学生やら虎やらに化けて、宿敵
に立ち向かう、という奇想天外なお
話。舞台となるのは京都。下鴨家が
暮らす糺

ただす

の森をはじめ、天狗の赤
玉先生が住む鞍

く ら

馬
ま

、鴨川など 四 季
折々の京都の町並みもいきいきと
描かれている。続編も刊行、テレビ
アニメにもなった。

　29年7か月という短い生涯ながら、
『ごんぎつね』など児童文学の名作
の数々を遺した新美南吉。『手袋を
買いに』は 20 歳で書いた作品だっ
たが、南吉が死去後に書籍化。雪の
せいで手が 冷えてしまった子狐の
ために、人間が住む町まで手袋を買い
に行った狐の親子。母狐は嫌いだっ
た人間の温かさに気づく。本書は

『手袋〜』のほか、『久助君の話』『狐』
『嘘』など11 編を収録。

　ぼくの家にあそびに来るよう、キミ
たちみんなを招待します──自分の
ハリが嫌いで人づきあいも苦手なハ
リネズミが勇気をふりしぼって動物
たち宛てに招待状を書く。クマが来
たら、キリンが来たら、スズメバチが
来たらと妄想を巡らせ、結局投かんで
きない。オランダで子どもたちのた
めに動物の物語を書き綴る作家が生
んだ愛おしい物語は共感を呼び、本
年本屋大賞の翻訳小説部門を受賞。

　ひとりぼっちの象のぐるん
ぱ。ある日、ジャングルの会議
で町へ働きに出されることが
決定した。ビスケットにピアノ
に自動車といった工場で働く
が、ぐるんぱの作るものはどれ
もビッグサイズで失敗ばかり。
勤め先を追われ、しょんぼり

歩くぐるんぱが、12 人の子どもを抱えたお母さんと出
会って──雑誌『an・an』などのデザイナー堀内氏が絵を
担当。50 年以上もの間読み継がれるかわいい一冊。

　第二次世界大戦さなかのロンドン
郊外。音楽家の婦人に拾われたのは
生後まもない、足や翼に障がいを持
つ一羽のイエスズメ。本書は婦人と
の出会いからスズメの死に至るまで
12 年あまりの詳細な生の記録。美し
い歌声を披露したり、大戦下には人々
の前で芸をしたり、婦人のベッドで
眠ったり……鳥はここまで知性があ
り、人間と心の交流ができると証明
した、希望に満ちた名作。

森見登美彦・著
幻冬舎文庫
686円（税別）

夏川草介・著
小学館
1,400 円（税別）

新美南吉・著
小学館文庫
533 円（税別）

クレア・キップス著／
梨木香歩・訳
文春文庫
650円（税別）

西内 ミナミ・作／堀内 誠一・絵
福音館書店
900 円（税別）

トーン・テヘレン・著／
長山さき・訳
新潮社
1,300 円（税別）

人を慰め、愛し、叱った、
誇り高きクラレンスの生涯
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　長い間お世話になりました。おかげ様で現在は、志望

していた大学で勉強することができています。大学では

地理を専門に学んでいますが、ほかの分野の勉強やアル

バイト、サークルからも様々な事を学ぶことができ、毎日

がとても充実しています。

　将来は自分が誰かの役に立てるよう、今後も引き続き

一所懸命学習していきたいと思います。本当にありが

とうございました。

宮城県
I・W さん（加入者）

　橋本給付金、ありがとうございます。高校入学の

準備に大切に使わせていただきました。三男が中学校

入学後、間もなく主人が事故で亡くなり今春で 3 年に

なります。

　お父さんを亡くしてとても辛かったこと、私に対し

てきつく当たったこと、ここまでやってこれたのは

母のおかげです…と、卒業式で受け取った手紙には

素直な気持ちが書かれてあり、嬉しくて涙が出ました。

この手紙は私の宝物にします。

　主人を亡くしたことでたくさんの方との出会いがあ

りました。そしてたくさんの方に支えていただいて、

私達家族は元気に過ごすことができます。その気持ち

をこれからも忘れずに、明るく前向きに過ごしたいと

思います。ありがとうございました。

兵庫県
A・H さん（母）

　長い間本当にお世話になりました。当時 10 ヶ月の娘

は現在 19 歳になり大学 2 年生。育成基金のおかげで

教育費は何も不安なく過ごすことができました。私自身

も事故当時、介護の仕事が忙しく、泣くばかりではなく

娘を立派に育てていくと決心しました。

　この基金に入って良かったと思っております。基金や

その他の方々の励ましがあってこその 19 年間だった

と思います。感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとう

ございました。

新潟県
M・U さん（母）

　娘の中学入学のお祝い金と図書カードをいただき

ありがとうございました。

　主人の事故から 4 年経ち、やっと娘との 2 人暮らしに

慣れてきました。当時は悲しい、つらいとずっと思いな

がら暮らしていくような気がしていましたが、日々成長

する娘の笑顔や周りの人の優しさのおかげで、ちゃんと

幸せを感じながら日々を送っております。

　娘も小学校時代は学校に行きたがらない時期があっ

たり、近頃は反抗期なのでしょうか、私への口答えなど

が多くなってきましたが、これも大人になる通過点な

のだと思い、見守っていこうと思います。

　これからもよろしくお願いいたします。

神奈川県
S・Y さん（母）

　ふと手に取った本がきっかけで交通遺児等育成基金

に加入することになり、あっという間に 14 年も経って

しまいました。長い間本当にありがとうございました。

お便りなどを拝見し、私たちの様に悲しい思いをして

いる人がたくさんいて、それぞれ乗り越えて毎日を

送っているのだと励みにもなりました。

　おかげ様で息子も 19 歳になり明るく逞しく育って

くれました。いつも主人が見守ってくれていると信じ、

これからも頑張っていこうと思います。ありがとうご

ざいました。

熊本県
N・K さん（母）

　いつもお世話になっております。この度は長男の進学

に際し、橋本給付金と図書カードをいただきありがとう

ございました。

　早いもので主人が亡くなって今年 6 月で丸 12 年、

13 回忌を迎えます。当時 3 歳 5 ヶ月だった長男は 15 歳

になり、2 月にあった私立高校受験に無事合格し、3 月に

ある本命の県立高校に向けて猛勉強しております。喜

びの春が来ることを願うばかりです。

　父親不在という悲しみにもめげずに、日々成長を続け

る息子を主人に自慢したいです。最後になりましたが、

いつも私達を支えてくださっている多くの方々への感謝

を忘れず親子共々これからも頑張っていこうと思います。

本当にありがとうございました。

滋賀県
K・Y さん（母）

　この度は橋本むつ様からの入学お祝い金をいただきま

して、誠にありがとうございました。多くの方々に支え

られ、当時 3 歳だった息子は今春中学校へ入学します。

　小学 3 年生から始めた野球を中学校でも続けると

決め、野球部への入部を楽しみにしております。また、

英語等の新しい教科にも興味を持ち、英単語を覚えたり

して春休みを満喫しています。

　成長するごとに笑顔やふっとした表情は主人そっ

くりになってきました。10 年という「時薬」は少しずつ

私達家族をなぐさめ癒してくれました。支えてくださる

皆様に感謝し、これからも主人と共に子供たちの成長を

かみしめていきたいと思います。いつもありがとうござ

います。

京都府
O・K さん（母）

♡ お母さまより

　いつもご支援ありがとうございました。おかげ様で

学費の心配をすることなく中学・高校生活を送らせる

ことができました。大学生活も楽しんでいるようです。

妹、弟もおりますのでまだ数年はお世話になります。

これからもよろしくお願いいたします。

♡ 加入者さまより

　今までのご支援、ありがとうございます。

　親から学費の話を一切されずに育ったため、自由に

進路を選べることの素晴らしさを身をもって体験でき

たのは、この基金のおかげです。結果として、私立高校

に入り高校 2 年から塾通いと、母子家庭であることを

忘れるくらい充実した環境に身を置くことができ、無事

東京大学に現役合格することができました。

　今は亡き父もきっと喜んでいることと思います。この

基金のおかげで勝ち取った環境で、これからも学びを

楽しむつもりです。妹、弟のことをこれからもよろしく

お願いいたします。お世話になりました。

千葉県
S・M さん（母）　S・T さん（加入者）

　橋本給付金と図書カードを送って下さり、ありがとう

ございました。中学受験をした息子は 4 月から 1 時間半

電車に乗って中学へ通います。進学先の中学は知らない

土地、知らない子ばかりの学校です。私も息子も新生活

に対して期待以上の不安があります。そんな状況でも、

日本中に私達家族のような交通遺児家庭を支えてく

ださる方々がたくさんいることは、本当に心強いです。

給付金も図書カードも、勉強のために大切に使わせて

いただきます。どうもありがとうございました。

愛知県
S・Y さん（母）

　この度は娘の中学卒業に際し、「橋本給付金」をいた

だき誠にありがとうございました。

　夫が他界した時、娘は保育園児でしたが、10 年間

大きな病気もすることなく 1 歳上の兄と、元気に育っ

てくれました。4 月からは美術科の高校に入学が決まり

ました。娘は絵を描くのが好きで「こう見えるミュー

ジアム」にも何度も投稿しています。いただいた図書

カードで早速コミックや本を買って喜んでいます。

　これから充実した高校生活になるよう、私と同様、

天国の夫も全力で応援してくれると思います。

京都府
N・A さん（母）


